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研究課題名 生物時計のシステム理解

研究の概要等 本研究の目的は、哺乳類の生物時計を分子遺伝子機能から行動発現に至るまで統

合的に理解することにある。

本研究では、まず生物時計が局在する視床下部視交叉上核ニューロンにおいて、時

計機能の中枢とも言うべき振動系の分子メカニズムを解明する。振動系は複数の時

計遺伝子の転写と翻訳を巡るオートフィードバックからなると考えられ、その分子

ループ構造の全貌と振動ダイナミクスを明らかにする。また、分子振動ループから

リズム信号を細胞機能に伝達する分子（群）を同定し、最終的にニューロン電気活

動の概日リズムを発現する細胞内シグナルトランスダクション機構を解明する。視

交叉上核は多数のニューロンからなるが、ニューロン間のリズム同調に関与してい

る細胞コミュニケーションの実体を明らかにするとともに、行動リズムの機能的解

析から予測されている２つのサブ振動システムの形成と相互作用のメカニズムを解

明する。さらに、行動を直接駆動する視交叉上核外振動系と視交叉上核振動系の相

互作用の機構を明らかにする。

本研究は、生物時計を多数の振動系からなり、かつ階層的な構造をもつシステムと

してとらえ、その機能を分子レベルから細胞、個体レベルまで総合的に理解すると

ころに特徴がある。
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